
ゼロからの開墾！
山奥に夢の農園を！

環境と「共生」する
山深い自然農園から
岩手県の花巻市東和町は、山林が町の60%を占め
る山間の町。この森の奥で無農薬、無化学肥料によ
る自然農法で、農園を営んでいるのは酒匂徹さんで
す。酒匂さんの農園では、自然環境と調和した永続
可能な自給的暮らしを実践しながら、作物を育てて
います。酒匂さんの蕎麦は十分に熟した蕎麦の実を、
石臼挽きで丁寧に仕上げます。そのため、香りや風
味が良く、そば湯も楽しめると好評です。大切にす
るのは、自然や人、地域との「共生と調和」。美しい森
の中で営まれる、自然農園の暮らしをご紹介します。

その理念に強く惹かれた酒匂さんは、ノ
ウハウを学ぶべく一念発起！ 本場である
ニュージーランドに渡り、1年に及ぶ農業
研修を受け、理想とする農業を学びまし
た。帰国後、新しい農園の土地を探して
いた酒匂さんは、山の奥にある、荒れ果
てた土地に出会いました。「本当にこんな
所でいいんですか？」紹介してくれた役場
職員が驚く中、その土地に惚れ込んだ酒

匂さんは、開墾に乗り出しま
す。農園の小屋も全て自分
で作るべく、技術修得と資
金作りのために、平日は工
務店でアルバイト。週末は
農地を開墾し、農業ができ
る基盤を作っていきました。

自然と調和、共生する
農業との出会い
岩手県北上市に生まれた酒匂さんは、ク
リスチャンの家庭で育ちました。人間教育
を重んじるミッション系の高校に進学した
酒匂さんは、やがて、途上国で農業の技
術指導をする未来を描くようになりまし
た。大学では農業を学び、有機農業が盛
んな地域でも働きました。しかし日本にお
ける有機農業のあり方に、いつしか疑問
を抱くようになりました。そんな中、「作物
を自給し、周囲の自然環境、地域社会とも
調和する」という思想を掲げる、新しいス
タイルの農業に出会ったのでした。

集まった若者達が、寝食を
ともに自給自足に近い暮らし
「ここではすべての存在に意味があり、無駄なものなど
ない。互いに、役割を果たし、共生することで、それぞれ
の存在が成り立っている」と語る酒匂さん。自給自足に
近い生活を送りながら、理想とする農業を実践していま
す。その農業のあり方、生き方に惹かれた若者達が、農
園を訪れ、寝食を共に
しながら農法を学んで
います。「これからの社
会は“競争”ではなく
“共生”が大切」と酒匂
さん。多様化が進む社
会の中で、酒匂さんの
農園は“共に力を合わ
せる事の大切さ”を示
してくれています。
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酒匂徹さんと集落のみなさん


